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「
米
国
留
学
の
経
験
も
あ
る

谷
本
さ
ん
は
、
原
爆
を
使
っ
た

国
家
の
非
人
道
性
と
、
被
爆
者

に
心
を
寄
せ
る
米
国
人
の
温
か

さ
を
両
方
、
知
っ
て
い
た
」
と

岩
井
さ
ん
。
「
国
家
と
個
人
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
た
」
と
振
り
返

る。
岩
井
さ
ん
は
0
0
年
、
牧
師
と

し
て
呉
山
手
教
会
（
呉
市
）
に

転
任
。
基
地
の
街
で
原
水
禁
運

動
に
取
り
組
ん
だ
。
岩
国
教
会

（
岩
国
市
）
に
赴
任
し
た
6
5
年

以
降
は
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
に

参
画
。
被
爆
者
の
支
援
に
も
携

わ
っ
た
。

広
島
流
用
教
会
の
招
き
で
広

島
を
訪
れ
た
岩
井
さ
ん
は
8

日
、
同
教
会
で
説
教
に
立
っ
た
。

7
0
年
に
上
職
町
の
現
在
地
に
移

転
し
、
2
0
」
3
年
に
新
築
さ

れ
た
教
会
の
礼
拝
堂
で
「
キ
リ

ス
ト
者
と
し
て
社
会
運
動
に
関

わ
る
芽
生
え
の
地
が
広
島
だ
っ

た
」
と
感
慨
を
込
め
た
。

広
島
か
ら
自
宅
に
戻
っ
た
1
0

日
夜
、
オ
ハ
マ
米
大
統
領
の
広

島
訪
問
が
決
ま
っ
た
。
岩
井
さ

ん
は
「
米
国
の
ト
ッ
プ
と
し
て

被
爆
地
に
立
つ
以
上
、
原
爆
を

使
用
し
た
罪
と
責
任
を
真
正
面

か
ら
見
据
え
た
言
動
が
必
要
。

多
く
の
被
爆
者
の
悲
し
み
を
理

解
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。
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